
（
略
）

（
略
）

第
二
十
五
条
の
二
十
六

都
道
府
県
知
事
が
法
第
二
十
四
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
二
十

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
障
害
児
入
所
医
療
費
の
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
指
定
障

害
児
入
所
施
設
等
は
、
療
養
の
給
付
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
命
令
、
訪
問
看
護

療
養
費
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
命
令
又
は
介
護
給
付
費
及
び
公
費
負
担
医
療
等

に
関
す
る
費
用
等
の
請
求
に
関
す
る
命
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
が
行
つ

た
医
療
に
係
る
障
害
児
入
所
医
療
費
を
請
求
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
二
十
六

都
道
府
県
知
事
が
法
第
二
十
四
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
二
十

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
障
害
児
入
所
医
療
費
の
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
指
定
障

害
児
入
所
施
設
等
は
、
療
養
の
給
付
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
、
訪
問
看
護

療
養
費
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
又
は
介
護
給
付
費
及
び
公
費
負
担
医
療
等

に
関
す
る
費
用
等
の
請
求
に
関
す
る
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
が
行
つ

た
医
療
に
係
る
障
害
児
入
所
医
療
費
を
請
求
す
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

法
第
二
十
四
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
二
十
第
四
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め

る
者
は
、
国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
法
人
と
す
る
。

法
第
二
十
四
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
二
十
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
者
は
、国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
法
人
と
す
る
。

一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
児
入
所
給
付
費
等
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）に
あ
つ
て
は
、
一
万
円
）
を
下
回
る
場
合
に
は
千
円
（
十
八
歳
以
上
の
入
所
者
に
あ
つ
て
は
、
一
万
円
）

と
す
る
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
令
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が

四
万
二
百
円
を
超
え
る
と
き
は
、
四
万
二
百
円
と
し
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が
二

万
四
千
六
百
円
を
超
え
る
と
き
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
し
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の

額
が
一
万
五
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
一
万
五
千
円
と
す
る
。

一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
児
入
所
給
付
費
等
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）に
あ
つ
て
は
、
一
万
円
）
を
下
回
る
場
合
に
は
千
円
（
十
八
歳
以
上
の
入
所
者
に
あ
つ
て
は
、
一
万
円
）

と
す
る
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
令
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が

四
万
二
百
円
を
超
え
る
と
き
は
、
四
万
二
百
円
と
し
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
額
が
二

万
四
千
六
百
円
を
超
え
る
と
き
は
、
二
万
四
千
六
百
円
と
し
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の

額
が
一
万
五
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
一
万
五
千
円
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
二
十
六
の
二

法
第
二
十
四
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
指
定
障
害
児

入
所
施
設
等
は
、
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
二
十
六
の
二

法
第
二
十
四
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
指
定
障

害
児
入
所
施
設
等
は
、
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
二
十
六
の
三

（
略
）

第
二
十
五
条
の
二
十
六
の
三

（
略
）

（
略
）

（
略
）

市
町
村
は
、
第
一
項
の
申
請
を
行
つ
た
障
害
児
相
談
支
援
対
象
保
護
者
が
法
第
二
十
四
条
の
二
十
六
第
一
項

各
号
に
規
定
す
る
障
害
児
相
談
支
援
を
受
け
た
と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
児
相
談
支
援
給
付
費
を
支
給
す
る
期

間
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
支
給
期
間
」
と
い
う
。）及
び
法
第
六
条
の
二
の
二
第
九
項
に
規
定
す

る
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
等
を
定
め
て
当
該
障
害
児
相
談
支
援
対
象
保
護
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
支
給

期
間
及
び
同
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
期
間
等
を
通
所
受
給
者
証
に
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

市
町
村
は
、
第
一
項
の
申
請
を
行
つ
た
障
害
児
相
談
支
援
対
象
保
護
者
が
法
第
二
十
四
条
の
二
十
六
第
一
項

各
号
に
規
定
す
る
障
害
児
相
談
支
援
を
受
け
た
と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
児
相
談
支
援
給
付
費
を
支
給
す
る
期

間
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
支
給
期
間
」
と
い
う
。）及
び
法
第
六
条
の
二
の
二
第
九
項
に
規
定
す

る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
等
を
定
め
て
当
該
障
害
児
相
談
支
援
対
象
保
護
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、

支
給
期
間
及
び
同
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
等
を
通
所
受
給
者
証
に
記
載
す
る
こ
と
と
す

る
。

（
略
）

（
略
）

第
二
十
五
条
の
二
十
六
の
六

（
略
）

第
二
十
五
条
の
二
十
六
の
六

（
略
）

法
第
二
十
四
条
の
二
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

法
第
二
十
四
条
の
二
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

・

（
略
）

・

（
略
）

第
二
十
五
条
の
二
十
六
の
八

法
第
二
十
四
条
の
三
十
八
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
十
五
条
の
二
十
六
の
八

法
第
二
十
四
条
の
三
十
八
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

第
二
十
五
条
の
二
十
六
の
九

指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
は
、
法
第
二
十
四
条
の
三
十
八
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
、
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
等
」
と
い
う
。）に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
の
二
十
六
の
九

指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
は
、
法
第
二
十
四
条
の
三
十
八
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
、
同
条
第
二

項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
厚
生
労
働
大
臣
等
」
と
い
う
。）に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
当
該
変
更
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
四
条
の
三
十
八
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
当
該
変
更
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
四
条
の
三
十
八
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

厚
生
労
働
大
臣
等
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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